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JACCRO 年報 
認定 NPO法人 日本がん臨床試験推進機構 

 

 

 

日本がん臨床試験推進機構 理事長 藤井雅志 

ご挨拶 

6月の総会では、新たに川上尚人先生（近畿大学）、松橋延壽先生（岐阜大学）、佐竹悠良先生（高知大

学）、東風 貢先生（国際医療福祉大学）の４名の新理事就任、吉田和弘先生（岐阜大学）の新監事就任が了

承されました。総会後の新理事会では理事長、副理事長、常任理事の互選が行われ、現行通りの体制で今

後の運営を行うことになりました。引き続いてご支援をお願い致します。 

研究面では従来、臓器別に組まれていました学術委員会を改編して一本化し、砂川 優理事に委員長を

お願いし、活性化を図って参ります。現在症例集積中の試験は JACCRO CC-18 と本年度に開始された

JACCRO GC-11ですが、両試験とも症例集積状況はほぼ予定通りに進んでいます。適格症例がありましたら

登録をお願い致します。新規試験についてはいくつかの候補が上がっており、今年度中の開始を模索してい

ます。論文発表は 3編に留まりましたが、今年度は既に 2編が掲載され、1編が採択済み、4編が投稿済に

なっています。学会報告は 16件で多くの Oral採択がありました。 

社会貢献活動では、従来総会終了後に行っていた JACCRO学術集会の日程を変更し開催することになり

ました。現在調整中です。会員諸氏の参加を期待しております。新たに JACCRO YouTube Channel、

JACCRO Facebook Pageを開設し、皆様に JACCRO活動を迅速にお届けできるようにしました。ホームペー

ジによる臨床研究に関する情報発信として、「臨床研究の作り方」「臨床研究 Q&A」「JACCRO一般会員の方

への情報ページ」を日々更新しておりますので是非ご覧頂きたいと思います。4年間休止していましたが、第

9回 JACCRO臨床研究ワークショップを再開する予定で準備を進めております。積極的な応募をお待ちして

います。また、新たな試みとして JACCRO公開講座を検討中です。事務局では週 1度の運営 meetingを市

川事務局長、砂川理事の参加を頂き、事務職員と共にきめ細やかに進めています。コロナによりウェブ会議が

恒常化されています。職員の勤務形態もテレワークにより効率良く進められています。研究者支援をモットー

にしておりますが、お気付きの点がありましたら遠慮なくお尋ね下さい。 

JACCROは 2016年より東京都の認定 NPO法人に認定されています。再認定のためには公共性を担保す

るために、運営状況とは関係なく、5年間に 500件以上の個人からの寄付が絶対条件となっています。2026

年までに再度個人からの寄付 500件以上が必要になりますが、コロナの影響により現在寄付件数が絶対的に

不足しています。必ずしも高額の寄付を頂く必要はありません。会員の皆様のご協力をお願い致します。 

常々日本がん臨床試験推進機構の活動にご協力頂き有難うございます。昨年 11月

12日に JACCRO創立 20周年記念講演会ならびに記念式典を開催することが出来ま

した。JACCROのスローガンは「臨床研究の裾野を広げるために」としています。現在

329施設に参加頂いていますが、今後も参加施設の拡充を目指して参ります。 

運営面では積極的な資金獲得、経費節約により本年度も黒字決算を達成出来、更な

る研究者支援の道筋が見えるようになって参りました。 
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施行中の臨床試験 

・JACCRO GC-07AR2 

「StageⅢの治癒切除胃癌に対する

術後補助化学療法としての TS-1

＋Docetaxel 併用療法と TS-1 単

独療法のランダム化比較第Ⅲ相試

験（JACCRO GC-07（START-2））」

におけるバイオマーカー研究 

・JACCRO GC-11: FirSTAR 

術後補助化学療法中または終了

後早期に再発した胃癌 に対する 

C apeOX ＋ニボルマブ療法の第 

相試験 

・JACCRO CC-16 

RAS遺伝子野生型切除不能進行・

再発大腸癌における二次治療

FOLFIRI＋ラムシルマブ併用療法

の第Ⅱ相試験 

・JACCRO CC-16 AR 

「RAS遺伝子野生型切除不能進

行・再発大腸癌における二次治療

FOLFIRI＋ラムシルマブ併用療法

の第Ⅱ相試験（JACCRO CC-16）」

におけるバイオマーカー研究 

 

 

 

 

 

*詳しい臨床試験の内容についてはホーム

ページの「臨床試験情報」をご覧下さい。

http://www.jaccro.com 

新規会員施設の募集 

 JACCRO事務局では臨床研究の普及を目指し、より多くの施設に参

加を呼びかけて、新規会員施設を随時募集しております。現会員施設の

関連病院や近隣施設で臨床研究に興味をお持ちの施設がございました

ら是非ご紹介下さい。質の高い抗癌剤の臨床試験を効率的に実施する

ために、JACCROでは 2002年の設立以来、インターネットによる研究支

援システム（FLADS®システム）を開発し、症例の登録、治療法の割付、

臨床データの収集と管理、解析などあらゆる臨床試験の段階で研究者

を支援し、ペーパーレスで上質な臨床試験の遂行を支援しています。

（入会に関してはホームページ http://www.jaccro.com 「医師の方へ」

から、入会案内をご覧下さい。入会金は不要ですが、年会費は 2万円で

す。主に会員施設との通信費、総会費用として用いられます。年会費の

支払い方法については事務局にご相談下さい。） 

JACCROではホームページにさまざまなコンテンツを用意しています。 

臨床研究の作り方：臨床研究をこれから行おうとする研修医、メディカル

スタッフの皆様から、実際に臨床研究を行なっている方まで幅広く利用

して頂けるように「入門」「総論」「生物統計」「各論」「実践」に分け、項目

毎に完結するように工夫しています。臨床研究に関し分からないことが

ありましたら是非参考にして下さい。日々更新していますが、分からない

事がありましたら事務局までお問合せ下さい。 

臨床研究 Q&A：臨床研究に関する疑問をすぐに解決できるように Q&A

形式でまとめています。臨床研究の作り方をご覧になり分からない用語

などがありましたら、この Q&Aをご利用下さい。日々更新中です。 

JACCRO一般会員の方へ：患者様を含めた一般の方へ、臨床研究に

関する説明文書をまとめました。日常診療でご利用下さい。 

JACCRO YouTube Channel： JACCROの学会報告、講演などを中心

に YouTubeにまとめています。 

JACCRO Facebook Page: 最新の JACCRO活動をお伝えしています。 

ホームページをご覧ください 
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2023年 JACCRO総会が、2023年 6月 10日に開催されました 

1. Phase II Study of S-1 and Irinotecan Plus Bevacizumab as Second-line Treatment for Patients With 

Metastatic Colorectal Cancer Resistant to the Fluoropyrimidine-oxaliplatin-cetuximab Regimen: Hiroaki 

Tanioka, Ken Shimada, Akihito Tsuji, Mitsugu Kochi, Ho Min Kim, Takao Takahashi, Tadamichi Denda, 

Akinori Takagane, Takanori Watanabe, Masahito Kotaka, Masato Nakamura, Yu Sunakawa, Masahiro 

Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. Anticancer Res 2022; 42: 2675-81 

2. Dynamic changes in RAS gene status in circulating tumour DNA: a phase II trial of first-line FOLFOXIRI 

plus bevacizumab for RAS-mutant metastatic colorectal cancer (JACCRO CC-11): Yu Sunakawa, Hironaga 

Satake, Joshua Usher, Yolanda Jaimes, Yuji Miyamoto, Masato Nakamura, Masato Kataoka, Manabu 

Shiozawa, Akinori Takagane, Tetsuji Terazawa, Takanori Watanabe, Kiyoshi Ishigure, Chihiro Tanaka, 

Masahiro Takeuchi, Masashi Fujii, Kathleen Danenberg, Peter V Danenberg, Heinz-Josef Lenz, Takashi 

Sekikawa, Wataru Ichikawa. ESMO Open 2022; 7: 100512 

3. Soluble programmed cell death ligand 1 predicts prognosis for gastric cancer patients treated with 

nivolumab: Blood-based biomarker analysis for the DELIVER trial: Hisato Kawakami, Yu Sunakawa, Eisuke 

Inoue, Ryo Matoba, Kenta Noda, Toshiyuki Sato, Chihiro Suminaka, Mami Yamaki, Yasuhiro Sakamoto, 

Ryohei Kawabata, Atsushi Ishiguro, Yusuke Akamaru, Yosuke Kito, Hiroshi Yabusaki, Jin Matsuyama, 

2023年 JACCRO総会が 2023年 6月 10日にWebで開催

され、2022年度事業報告と決算報告、ならびに 2023年度

事業計画と予算案が承認されました。 

 

2023年 6月 10日（土） Web開催 

総会 

・理事・監事の見直しについて 

・2022年度事業報告並びに承認を求める件 

・2022年度決算報告並びに承認を求める件 

・2023年度事業計画の承認を求める件 

・2023年度予算案の承認を求める件 

・事務処理規程、委員会等謝金に関する規程の制定の件 

2024年 総会のお知らせ 

論文報告（2022年 4月~2023年 3月） 

【日 時】 

決まり次第、お知らせいたします。 

【会 場】 

決まり次第、お知らせいたします。 
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学会報告（2022年 4月~2023年 3月） 

1. Molecular characteristics of gut microbiota in patients with gastric cancer: The DELIVER trial (JACCRO 

GC-08) : Ryo Matoba, Hiroshi Iijima, Yasuhiro Sakamoto, Ryohei Kawabata, Atsushi Ishiguro, Yusuke 

Akamaru, Yosuke Kito, Hiroshi Yabusaki, Jin Matsuyama, Masazumi Takahashi, Akitaka Makiyama, 

Takahisa Suzuki, Masahiro Tsuda, Hisateru Yasui, Jun Hihara, Toru Masuzawa, Hiroyuki Okuda, Junji 

Kawada, Shuhei Suzuki, Hisato Kawakami, Takako Eguchi Nakajima, Kei Muro, Wataru Ichikawa, Masashi 

Fujii, Yu Sunakawa: AACR ANNUAL MEETING 2022, 2022.4 

2. Efficacy by prior regimen of ramucirumab (RAM) plus FOLFIRI as 2nd-line treatment for RAS wild-type 

metastatic colorectal cancer (mCRC) refractory to anti-EGFR antibody combination therapy: Subgroup 

analysis of the JACCRO CC-16: Yoshihiro Okita, Akihito Tsuji, Takanori Watanabe, Hironaga Satake, 

Masahiro Goto, Hisateru Yasui, Masato Nakamura, Tamotsu Sagawa, Kozo Kataoka, Manabu Shiozawa, 

Yu Sunakawa, Hirofumi Ota, Masahito Kotaka, Keisuke Miwa, Yasuyuki Kobayashi, Hiroyuki Okuyama, 

Mitsugu Kochi, Toshiki Masuishi, Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. ESMO World 

Congress on Gastrointestinal Cancer 2022, 2022.6 

3. Soluble Programmed cell Death Ligand 1 Associated with Clinical Outcome in Gastric Cancer Patients 

Treated with Nivolumab: Blood based biomarker analysis of DELIVER trial (JACCRO-GC08AR): Hisato 

Kawakami, Yu Sunakawa, Eisuke Inoue, Ryo Matoba, Kenta Noda, Toshiyuki Sato, Chihiro Suminaka, 

Yasuhiro Sakamoto, Ryohei Kawabata, Atsushi Ishiguro, Yusuke Akamaru, Yosuke Kito, Hiroshi Yabusaki, 

Jin Matsuyama, Masazumi Takahashi, Akitaka Makiyama, Hidetoshi Hayashi, Kenji Chamoto, Tasuku 

Honjo, Kazuhiko Nakagawa, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. ESMO World Congress on Gastrointestinal 

Cancer 2022, 2022.6 

4. An observational/translational study of BRAF inhibitor combination therapy for BRAF-mutant metastatic 

colorectal cancer including biomarker research: BEETS trial (JACCRO CC-18): Yu Sunakawa, Chiaki 

Inagaki, Satoshi Yuki, Manabu Shiozawa, Akihito Tsuji, Ryo Matoba, Eisuke Inoue, Kei Muro, Wataru 

Ichikawa. ESMO World Congress on Gastrointestinal Cancer 2022, 2022.6 

5. Final analysis of clinical outcomes in the DELIVER trial: Observational study of nivolumab treatment in 

advanced gastric cancer (JACCRO GC-08): Yu Sunakawa, Eisuke Inoue, Yasuhiro Sakamoto, Ryohei 

Kawabata, Atsushi Ishiguro, Yusuke Akamaru, Yosuke Kito, Masazumi Takahashi, Jin Matsuyama, Hiroshi 

Yabusaki, Akitaka Makiyama, Takahisa Suzuki, Masahiro Tsuda, Hisateru Yasui, Hisato Kawakami, 

Masazumi Takahashi, Akitaka Makiyama, Hidetoshi Hayashi, Kenji Chamoto, Tasuku Honjo, Kazuhiko 

Nakagawa, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. Eur J Cancer 2023; 184: 10-20 
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Takako Eguchi Nakajima, Kei Muro, Ryo Matoba, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. ESMO Congress 2022, 

2022.9 

6. Efficacy of 2nd-line ramucirumab (RAM) plus FOLFIRI for RAS wild-type metastatic colorectal cancer 

(mCRC) by prior regimen: Subgroup analysis of the JACCRO CC-16: Kozo Kataoka, Akihito Tsuji, 

Katsuya Hiroo, Shotaro Fujita, Kotaro Yuge, Yosuke Kito, Mutsumi Fukunaga, Masato Nakamura, 

Tamotsu Sagawa, Takanori Watanabe, Manabu Shiozawa, Yu Sunakawa, Masahiro Takeuchi, Wataru 

Ichikawa, Masashi Fujii. 第 60回日本癌治療学会学術集会(アンコール演題), 2022.10 

7. Angiogenesis-factors and efficacy of FOLFIRI plus ramucirumab (RAM) in 2nd-line treatment for RAS 

wild-type metastatic colorectal cancer (mCRC): JACCRO CC-16AR study: Yu Sunakawa, Hisateru Yasui, 

Manabu Shiozawa, Hiroyuki Takeda, Naoya Akazawa, Tamotsu Sagawa, Kazuhiro Shiraishi, Yoshihiro 

Okita, Hiroyuki Okuyama, Satoshi Yuki, Shoko Yanaka, Yukiko Abe, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, 

Akihito Tsuji. 第 60回日本癌治療学会学術集会, 2022.10 

8. The subgroup analysis of tumor response by BRAF status in modified-FOLFOXIRI plus cetuximab vs. 

bevacizumab for RAS wild-type metastatic colorectal cancer: the DEEPER trial (JACCRO CC-13): 

Mitsuyoshi Tei, Akihito Tsuji, Nobuaki Suzuki, Michio Nakamura, Yujiro Fujie, Mitsugu Kochi, Tamotsu 

Sagawa, Masahito Kotaka, Yutaro Kubota, Yu Sunakawa, Takashi Sekikawa, Masato Nakamura, Masahiro 

Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. 第 60回日本癌治療学会学術集会, 2022.10 

9. Plasma biomarkers to predict clinical outcomes of FOLFIRI plus ramucirumab (RAM) as 2nd-line 

treatment for RAS wild-type metastatic colorectal cancer: JACCRO CC-16AR: Yu Sunakawa, Hisateru 

Yasui, Manabu Shiozawa, Hiroyuki Takeda, Naoya Akazawa, Tamotsu Sagawa, Kazuhiro Shiraishi, 

Yoshihiro Okita, Hiroyuki Okuyama, Satoshi Yuki, Shoko Yanaka, Koutatsu Matsushima, Koki Miyakawa, 

Ayana Kobara, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, Akihito Tsuji. ASCO Gastrointestinal Cancer Symposium 

2023, 2023.1 

10. Modified (m)-FOLFOXIRI plus cetuximab versus m-FOLFOXIRI plus bevacizumab as initial treatment of 

patients with unresectable RAS and BRAF wild-type metastatic colorectal cancer: Survival analysis of the 

phase II randomized DEEPER trial by JACCRO: Yu Sunakawa, Manabu Shiozawa, Takanori Watanabe, 

Hirofumi Ota, Hisateru Yasui, Taichi Yabuno, Mitsuyoshi Tei, Mitsugu Kochi, Dai Manaka, Hisatsugu 

Ohori, Tatsuro Yamaguchi, Tamotsu Sagawa, Masahito Kotaka, Yutaro Kubota, Takashi Sekikawa, Masato 

Nakamura, Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, Akihito Tsuji. ASCO Gastrointestinal 

Cancer Symposium 2023, 2023.1 

11. Post-recurrent survival of a phase III trial comparing adjuvant chemotherapy with docetaxel plus S-1 

versus S-1 alone in stage III gastric cancer: a post-hoc analysis of the START-2 (JACCRO GC-07): 

Hiroo Ishida, Yu Sunakawa, Yasuhiro Kodera, Kazuhiro Yoshida, Mitsugu Kochi, Yoshihiro Kakeji, Takeshi 
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Sano, Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. ASCO Gastrointestinal Cancer Symposium 

2023, 2023.1 

12. An observational study to evaluate RAS mutations in circulating-tumor DNA after standard 

chemotherapies for metastatic colorectal cancer patients with tumors harboring RAS mutation: RASMEX 

study (JACCRO CC-17): Naoki Izawa, Yuki Matsubara, Shinichi Nishina, Manabu Shiozawa, Tadamichi 

Denda, Hirofumi Ota, Yuji Negoro, Chihiro Tanaka, Hisato Kawasami, Hiroshi Matsuoka, Hiroki Tanabe, 

Masakazu Ikenaga, Hiroyuki Okuda, Atsushi Ishiguro, Yoshinori Kagawa, Hironaga Satake, Masahiro 

Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, Yu Sunakawa. 第 20回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2023.3 

13. RAS status in ctDNA and efficacy of FOLFIRI plus ramucirumab in 2nd-line therapy for RAS wild-type 

mCRC: JACCRO CC-16AR: Yu Sunakawa, HisateruYasui, Masato Matsuura, Takashi Mine, Yasuhiro 

Yuasa, Takanori Watanabe, Tatsuya Kinjo, Yoshihiro Okita, Hiroyuki Okuyama, Satoshi Yuki, Koki 

Miyakawa, Ayana Kobara, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii, Akihito Tsuji. 第 20回日本臨床腫瘍学会学術

集会, 2023.3 

14. An update analysis of JACCRO CC-16: Ramucirumab plus FOLFIRI for RAS wild-type mCRC refractory 

to anti-EGFR antibody: Dai Manaka, Akihito Tsuji, Masatsune Shibutani, Keiichiro Ishibashi, Taichi 

Yabuno, Osamu Okamura, Takumi Furuya, Chihiro Tanaka, Masato Nakamura, Tamotsu Sagawa, Takanori 

Watanabe, Manabu Shiozawa, Yu Sunakawa, Hirofumi Ota, Hiroyuki Okuyama, Yoshihiro Okita, Masahito 

Kotaka, Hiroyuki Okuyama, Yoshihiro Okita, Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, Masashi Fujii. 第 20

回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2023.3 

15. Survival analysis of m-FOLFOXIRI plus cetuximab vs. bevacizumab in RAS wild-type mCRC: the 

DEEPER trial (JACCRO CC-13): Akihito Tsuji, Izuru Endou, Kenji Kobayashi, Yuji Miyamoto, Tetsuya 

Kusumoto, Yasuhiro Yuasa, Keisuke Miwa, Mitsugu Kochi, Tamotsu Sagawa, Masahito Kotaka, Yutaro 

Kubota, Yu Sunakawa, Takashi Sekikawa, Masato Nakamura, Masahiro Takeuchi, Wataru Ichikawa, 

Masashi Fujii. 第 20回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2023.3 
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氏 名 所 属 備 考 

藤井 雅志 苑田第一病院 理事長 

市川 度 昭和大学藤が丘病院 副理事長 

山口 俊晴 がん研有明病院 常任理事 

砂川 優 聖マリアンナ医科大学 常任理事 

北川 雄光 慶應義塾大学医学部 理事 

竹内 正弘 東京大学大学院数理科学研究科 理事 

辻 晃仁 香川大学医学部 理事 

掛地 吉弘 神戸大学医学部 理事 

小寺 泰弘 名古屋大学医学部 理事 

小松 嘉人 北海道大学医学部 理事 

佐藤 太郎 大阪大学医学部 理事 

佐野 武 がん研有明病院 理事 

大村 健二 上尾中央総合病院 理事 

室 圭 愛知県がんセンター 理事 

國崎 主税 横浜市立大学医学部 理事 

山下 裕玄 日本大学医学部 理事 

川上 尚人 近畿大学医学部 理事 

松橋 延壽 岐阜大学医学部 理事 

佐竹 悠良 高知大学医学部 理事 

東風 貢 国際医療福祉大学 理事 

前原 喜彦 九州中央病院 監事 

吉田 和弘 岐阜大学 監事 

 

事務局 

氏 名 備 考 

市川 度 事務局長  

藤井 雅志  

山口 俊晴  

大竹 安  

小山 祥香  

藪田 奈保子  

田中 瑠都子  

山下 道代  

嶋西 由美子  

恩田 慧  

 

 

役員名簿 
施行中の臨床試験 

・JACCRO CC-17 

RAS遺伝子変異型腫瘍を有する

切除不能進行・再発大腸癌患者に

おける化学療法後の血液中 RAS

遺伝子変異を評価する観察研究 

・JACCRO CC-18 

BRAF 変異型大腸癌に対する

BRAF 阻害薬併用療法のバイオマ

ーカー探索を含めた観察研究 

・胃癌統合解析 

切除不能進行・再発胃癌を対象と

した 4つの無作為化比較試験

（SPIRITS, GC0301/TOP-002, 

START, G-SOX）の個別症例デー

タによる統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*詳しい臨床試験の内容についてはホーム

ページの「臨床試験情報」をご覧下さい。

http://www.jaccro.com 



 

 

 

 

ご挨拶 

日本がん臨床試験推進機構 副理事長 市川 度 

 

常々日本がん臨床試験推進機構の活動にご協力頂き有難うございます。2022年度の年報（活動報告）を会員

の皆様にお届け致します。 

藤井雅志理事長がご挨拶に書かれたように、2022年度は JACCRO創立 20周年記念講演会ならびに記念式

典の開催に続き、JACCROのスローガンである「臨床試験の裾野を広げるために」学術委員会の改組を含め、

大きく舵を切った 1年となりました。論文発表は３編に留まりましたが、その後順調に投稿はすすんでおります。 

JACCROは NPO（非営利団体）であり、その務めとして社会貢献活動を行わなければなりません。藤井理事長

が長年書きためてこられた原稿をもとに御自身で加筆され、「臨床研究の作り方」「臨床研究 Q&A」を公開させ

て頂いております。会員の皆様方におかれましては、是非一度ご覧頂ければと存じます。また、新たに解説した

JACCRO YouTubeチャンネルでは動画コンテンツの公開、Facebookページでは学会発表や論文発表などの

情報をタイムリーに公表しております。YouTubeのコンテンツは現時点では、JACCRO創立 20周年記念講演

会、同記念式典、BRAF変異大腸がんに対する BRAF阻害薬併用療法に関する最新の報告の３つですが、い

ずれも好評でありさらに充実して参ります。Facebookに関しては、まだまだフォロワーが少ない状態ですので是

非フォローワー登録をお願いいたします。 

 NPO法人としての再認定のためには、公共性を担保するために 5年間に 500件以上の個人からの寄付が絶

対条件になっております。すでにご寄付頂いた会員の皆様にはこの場をお借りして御礼申し上げます。寄付件

数はまだまだ不足しております。会員の皆様方におかれましては、同封のパンフレットをご一読頂きご協力をお

願いできればと存じます。 

 運営状況はここ数年厳しい状況が続いておりましたが、藤井理事長のご尽力と事務職員の努力により、今年度

の決算でも赤字体制から脱却することができました。しかしながら、今後も更なる努力が求められております。引

き続き JACCRO事業へのご協力をお願い致します 

 

認定 NPO法人 日本がん臨床試験推進機構 

Japan Clinical Cancer Research Organization (JACCRO) 

 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-64 神保町協和ビル 6階 

電話：03-6811-0455 FAX：03-6811-0456 E-mail：jaccro@jaccro.or.jp 

ホームページ：http://www.jaccro.com 

JACCRO事務局便り 

JACCRO 年報 

寄付金のお願い 

オンライン寄付を開設しています。 

従来の郵便振込、銀行口座へのお振込みの他にオンライン寄付が可能になりました。JACCROのホームページ

に入って戴き、「ご寄付はこちら」をクリックして戴くとクレジットカードから手続きを行うことが可能です。 

日本がん臨床試験推進機構（JACCRO）は、がん治療の研究者主導型臨床試験を支援することを目的に 2002

年に設立し、2016年 4月 6日より、東京都の認定を受け「認定 NPO法人」となりました。 

これにより、2016年 4月 6日以降に皆様からいただくご寄付は、寄付金控除等、税制上の優遇措置（減税）を受

けることができます。 

JACCROでは、臨床研究の専門病院（拠点病院）のみでなく、第一線でがん治療を行っている一般病院にもご

参加いただいて臨床試験を実施しており、こうした研究支援のための組織を構築し運営しております。 

つきましては、JACCROの運営の成果を一層充実させるため、ご協力賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

※確定申告等の詳しい手続きについては、「国税庁ホームページ」を参照するほか、最寄りの税務署へお問い

合わせください。 

※JACCROでは個別のアドバイスは致しかねますのでご了承ください。 

 


